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第３ 章　 基　 本　 計　 画

７ ． 市民に寄り 添う 市役所 【 行政経営】

①行政サービスの充実

■ 現　 　 状

●

●

●

●

●

●

●

●

社会情勢の変化や多様化するニーズによ り 課題が増加し ています。

マイ ナン バーカ ード 交付率は8 0 .6 ％です。（ R5 年度）

社会全体がデジタ ル化さ れる 中で、 様々な方法が選択でき 、 便利で効率的なサービ スや行政

手続き に対する 需要が高まっ ています。

行政運営、事務事業の「 選択と 集中」によ る 質の高い行政サービ ス水準の維持が求めら れています。

市本庁舎には、 多い日で１ 日あたり 1 ,0 0 0 人を 超える 来庁者があり 、 およ そ半数が6 0 代以上

の方です。

公共施設の多く が老朽化し 、 利用上のリ スク が増えています。

ニーズや行政課題が複雑化する なか、 業務にやり がいを 持ち 柔軟かつ迅速に対応でき る 人材育

成が求めら れています。

年間を 通じ て時宜にあっ た様々な職員研修を 開催し 、 職員の資質向上に努めています。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

●

●

職員の政策形成能力の向上を 図り 、 多様化する 行政へのニーズに対応する 必要があり ます。

人口減少や超高齢社会に対応でき る よ う 、 市政方針を 明確にし 、 効果的な市政運営を 行う 必

要があり ます。

マイ ナン バーカ ード 交付率の更なる向上に努めます。

誰も が行政のデジタ ル化の恩恵を 受ける こ と ができ る よ う 、 デジタ ルデバイ ド（ イ ン タ ーネッ

ト やパソ コ ン 等を 利用でき る 者と 利用でき ない者と の間に生じ る 格差）に配慮し た、 人に優し

いデジタ ル化を 進める必要があり ます。

公共施設の安全の確保、 窓口配置や案内表示の見直し によ っ て安心し て利用でき る 庁舎環境

整備のため、 計画的な修繕が必要です。

人口減少が進む中で行政機能を 維持する ため、 安定的な人材の確保が必要です。

職員の資質と やり がいの向上に向け、 研修等を はじ めと する 効果的な人材育成に向けた取組

が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

簡単で便利な行政サービスの提供
　 ニーズが多様化する 中、 社会の変化に的確に対応し 、 だれも が「 簡単に・ 安心し て」利用でき る 行

政サービ スを 提供し ます。
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■ 関連計画

●

●

●

●

松阪市行財政改革推進方針2 0 2 1

松阪市デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン（ D X）推進計画

松阪市人材育成基本方針

松阪市特定事業主行動計画

市民ができ るこ と
◆

◆

◆

マイ ナン バーカ ード を 作り まし ょ う 。

コ ン ビニ交付を 利用し てみまし ょ う 。

電子申請を 利用し てみまし ょ う 。

■ 主な取組

●

●

●

●

●

●

多様化する 行政へのニーズに対応する ため、 ICT 技術を 取り 入れた遠隔窓口システ ムを 拡大

する など、 行政サービスを 効率化し 、 市民の利便性を 向上し ます。

マイ ナン バーカ ード の交付率を 上げる ため、個人や施設へ出向く 出張申請の強化に取り 組みます。

オン ラ イ ン 手続き の拡充、 書かない窓口の拡大など 市民にと っ て利便性の高い窓口サービ ス

の提供を 進めます。

公共施設のわかり やすい窓口配置や案内表示等の見直し によ り 、 利用者の利便性向上に取り

組みます。

職員採用機会を増やし 、システムエンジニアや社会福祉士などの専門職枠を設置すると と も に、

課題発見型イ ンタ ーン シッ プ等を 導入し 、 機会を と ら えて行政の仕事の魅力を 発信する など、

必要な職員の充足を 図っ ていき ます。

職員育成のため、 集合型やオン ラ イ ン 型等様々な形式での職員研修を 実施する と と も に、 業

務に対する やり がいの向上、 時間外勤務の削減や休暇を 取得し やすいなど の職場環境の改善

に向けた取組を 行っ ていき ます。

N ew ! !

●公民連携の推進
■ コ ン ビ ニと 行政ネッ ト ワーク 機能を 連携さ せた効率的な行政運営と 利便性の高いサービ

スを 更に進めていき ます。

横断的取組

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

市民意識調査の各政策満足度平均 2 .9 8 ／５ 3 .1 0 ／５

マイ ナンバーカ ード 交付率 8 0 .6％ 9 0 .0％

電子申請できる手続き の種類 1 5 1 手続き 3 5 0 手続き

再定義の視点
◆ 公共施設の照明LED 化や太陽光発電設備の設置は、 脱炭素化に大き く 寄与し ます。

― 105 ―



第３ 章　 基　 本　 計　 画

７ ． 市民に寄り 添う 市役所 【 行政経営】

②情報発信・ プロモーショ ンの充実

■ 現　 　 状

●

●

●

●

市民の多く は、 市政情報を 知る 手段と し て広報紙を 活用し ています。

ホームページやSN Sで市政情報を 発信し ていますが、 閲覧数やダウン ロ ード 数が伸び悩んで

います。

公文書の公開請求件数は年々増加傾向にあり 、 市民の市政への関心が高まっ ています。

審議会等の会議録の迅速な公開が求めら れています。

■ 課　 　 題

●

●

●

●

●

全ての人にわかり やすく 効果的なより 良い広報紙と する 必要があり ます。

適切な時期にスピ ード 感を も っ て、 市政情報を 発信し ていく 必要があり ます。

市政への市民参加・ 参画を 促進する ため、 市民にわかり やすい情報の提供に努めていく 必要

があり ます。

市の保有する 個人情報の適正な取扱いを 徹底し 、 自己の個人情報を 管理する 権利の保障と 個

人の権利利益の保護を 厳正に行っ ていく 必要があり ます。

審議会等の会議の公開と 迅速な会議録の公表によ り 、 適時性のある 情報提供に努めていく 必

要があり ます。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

市民みんなが市政に関心をも ち参画するまち
　 市の情報を 積極的に提供・ 公開する こ と で、 市民に市政情報を お知ら せする と と も に、 市政への

参画を 促すまち を めざし ます。

■ 主な取組

●

●

●

●

●

●

効率的で効果的な広報紙の発行により 、 より 多く の市政情報を 提供し ます。

誰も が情報を 見つけやすく わかり やすいホームページを 構築し ます。

迅速に情報発信する ツールと し て、 SN Sなどを 積極的に活用し ます。

市の保有する行政情報の公開と 情報提供施策を 積極的に推進し ます。

個人情報を 適正に管理し つつ、 個人の権利利益を 保護し ます。

審議会等の会議を原則公開のも と 積極的に公開すると と も に、迅速な会議録の公表に努めます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市デジタ ルト ラ ンスフ ォ ーメ ーショ ン（ D X）推進計画

情報提供の推進に関する 要領及び運用方針

審議会等の公開に関する 指針及び運用方針
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●若者定住･福祉社会の実現
■ 情報発信を 充実する こ と によ り 、 多く の方に松阪市に関心を も っ ていただき 、 関係人口

を 増加さ せて、 将来的に移住定住につなげます。

横断的取組

市民ができ るこ と
◆ 市政に関心を 持ち 、 積極的に市政運営に関わり まし ょ う 。

再定義の視点
◆ 観光客を 誘客する こ と によ り 、 地域の活性化を 図り ます。

● 数 値 目 標 ●

項　 　 　 目 現状（ R5 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

市ホームページにおける月平均閲覧数 2 1 9 ,9 0 6 件 2 2 0 ,0 0 0 件

松阪ナビ ダウンロード 数 3 1 ,6 4 2 D L 4 5 ,0 0 0 D L

情報公開・ 情報提供に対する市民満足度 2 .9 5 ／５ 3 .1 0 ／5
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③健全な財政運営

■ 現　 　 状

●

●

●

●

●

人口減少等によ り 、 今後税収などの歳入の増加は見込みにく い状況です。

キャ ッ シュ レ ス決済など多様な納税方法によ り 、 納付し やすい環境の整備を 行っ ています。

厳し い経済情勢などの理由によ り 、 市税以外の未収債権が発生し ています。

公共施設の老朽化が進んでおり 、 今後、 維持・ 修繕費用が財政の大き な負担と なる こ と が予

想さ れます。

高齢化が進み、 医療費や介護費など社会保障費の増加が見込まれます。

■ 課　 　 題

●

●

●

物価高の影響によ り 、 経済や市民生活への打撃がある なか、 税負担の公平性と 市税の安定確

保のためには納税環境の整備を 行う こ と が重要です。 同時に、 滞納者の状況を 適切に把握し 、

配慮し ながら 滞納整理事務に努めていく 必要があり ます。

公共施設の維持・ 修繕にかかる 財政負担を 考える と 、 公共施設のト ータ ルコ スト を 大幅に削

減する必要があり ます。

カ ーボン ニュ ート ラ ル、 防災・ 減災、 こ ど も 子育てなど の新たな課題に対応する 必要がある

中で、 限り ある 経営資源を 適正に配分する ために、「 選択と 集中」によ る予算編成が必要です。

■ 10 年後のめざす姿チャレンジ !

健全で柔軟に対応する財政運営
　 安定的な歳入の確保に努め、 限り ある 経営資源を 適正配分し 、 効果的で健全な財政運営を めざし

ます。

■ 関連計画

●

●

●

松阪市中期財政見通し

松阪市公共施設等総合管理計画

松阪市行財政改革推進方針2 0 2 1

■ 主な取組

●

●

●

●

●

●

●

口座振替の推奨や広報・ 啓発活動を 行い、 納期内納付率の向上を 図り ます。

キャ ッ シュ レ ス決済など納税者の納付機会を 拡大し 、 納付し やすい環境づく り に努めます。

滞納処分など を 引き 続き 強化し 、 市税及び税外債権の収入増加に取り 組むと と も に、 ふる さ

と 応援寄附金や収益事業である 競輪事業などにより 自主財源を 確保し ます。

民間事業者の意見や新たな事業提案の把握を 行う ため、 サウン ディ ン グ型市場調査等を 実施

し ます。

将来負担を 見据えた計画的な起債発行に努め、 財源と し て有効な活用を 図り ます。

PD CA サイ ク ルを取り 入れた施策評価システムと 連携し 、 評価結果を 予算へ反映さ せます。

自己診断ツ ールや研修の活用、 デジタ ル化の推進によ り 業務の効率化を 図り ます。N ew ! !

公民連携

公民連携
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市民ができ るこ と
◆

◆

公的な負担に対し て理解を 深めまし ょ う 。

松阪市の財政状況を 理解し まし ょ う 。

● 数 値 目 標 ●

再定義の視点
◆

◆

施策評価のPD CA サイ ク ルと 連動し た予算編成を 行う こ と で、 全事業を 検証し 適切な財政運

営につながっ ています。

公用車を EV 化するこ と で、 ゼロカ ーボン シティ の実現に寄与し ます。

●若者定住･福祉社会の実現
■ 公平公正な税の賦課・ 徴収を 遂行し 、 適正に予算配分・ 執行するこ と によ り 、 将来に渡っ

て安定的な財政運営を 行う こ と ができ 、 市民生活の向上につながり ます。

横断的取組

項　 　 　 目 現状（ 年度） 目標（ R9 年度） 目標種別

市税の現年度課税の収納率 9 8 .7 9 %（ R5 ） 9 8 .9 0 %

公共施設ト ータ ルコ スト 削減目標に対しての達成率 1 5 .4％（ R5 ） 2 5 .4％

市債残高（ 一般会計）※臨時財政対策債を除く 2 6 3 億円（ R4 ） 2 6 3 億円以下
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